
 

            

 

 

攻
撃
さ
れ
る
こ
と
を
理
由
に
、
日

本
が
武
力
を
行
使
す
る
「
集
団
的

自
衛
権
」
の
行
使
は
、
こ
れ
ま
で

歴
代
の
政
権
が
「
憲
法
上
、
行
使

は
認
め
ら
れ
な
い
」
と
し
て
き
た

も
の
で
す
。 

こ
う
し
た
判
断
は
、
内
閣
法
制

局
の
長
官
だ
け
で
な
く
首
相
や
閣

僚
な
ど
も
国
会
で
繰
り
返
し
答
弁

し
、
閣
議
で
決
定
し
た
答
弁
書
な

ど
で
も
確
定
し
た
政
府
全
体
の
見

解
で
す
。 

安
倍
首
相
は
２
月
20
日
の
衆

院
予
算
委
員
会
で
、
集
団
的
自
衛

権
行
使
の
容
認
に
向
け
た
憲
法
解

釈
変
更
に
つ
い
て
、
国
会
審
議
抜

き
で
、
内
閣
が
勝
手
に
憲
法
解
釈

を
変
更
で
き
る
と
の
考
え
を
示
し

ま
し
た
。 
   

憲
法
解
釈
を
め
ぐ
る
閣
議
決
定

は
、
こ
れ
ま
で
国
会
で
の
議
論
の

積
み
重
ね
の
う
え
に
行
わ
れ
て
き

た
も
の
で
す
。 

時
の
政
権
が
国
会
審
議
も
抜
き

に
独
断
で
変
更
で
き
る
よ
う
な
軽

い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

    

日
本
が
直
接
攻
撃
さ
れ
た
わ
け

で
も
な
い
の
に
、
ア
メ
リ
力
な
ど

日
本
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
国
が 
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こ
れ
ま
で
の
憲
法
解
釈
を
変
更
し
て
「
集
団
的
自
衛
権
」
の
行
使
を

容
認
す
べ
き
だ
と
の
報
告
を
安
倍
首
相
の
私
的
諮
問
機
関
が
出
し
、
政

府
・
与
党
で
の
検
討
に
乗
り
出
し
て
い
ま
す
が
、
反
対
す
る
国
民
が
多

い
こ
と
を
示
す
世
論
調
査
が
相
次
い
で
い
ま
す
。 

 

３
月
の
浦
安
市
議
会
で
日
本
共
産
党
は
「
集
団
的
自
衛
権
を
認
め
る

憲
法
解
釈
の
変
更
に
反
対
す
る
意
見
書
」
を
提
出
し
ま
し
た
が
、
否
決

さ
れ
て
い
ま
す
。 

憲
法
で
戦
争
を
放
棄
し
武
力
の

行
使
を
禁
止
し
て
い
る
日
本
が
、
海

外
で
戦
争
に
参
加
す
る
な
ど
と
い

う
の
は
、
到
底
許
さ
れ
る
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。 

戦
後
68
年
、
日
本
が
た
だ
の
一
度 

も
外
国
で
の
戦
争
に
参
加
し
な
か

っ
た
こ
と
は
世
界
に
誇
る
べ
き
こ

と
で
、
憲
法
解
釈
を
変
え
戦
争
の
道

を
突
き
進
む
の
は
言
語
道
断
で
す
。 

    
 

日
本
国
憲
法
は
「
政
府
の
行
為
に

よ
つ
て
再
び
戦
争
の
惨
禍
が
起
る

こ
と
の
な
い
や
う
」
と
の
べ
る
と
と

も
に
、
「
平
和
を
愛
す
る
諸
国
民
の

公
正
と
信
義
に
信
頼
し
て
」
「
安
全

と
生
存
を
保
持
し
よ
う
と
決
意
し

た
」
と
し
て
い
ま
す
。 

 
 

   

 

世
界
で
は
い
ま
、
戦
争
で
は
な
く

平
和
的
・
外
交
的
努
力
で
問
題
を
解

決
す
る
流
れ
で
す
。 

日
本
政
府
は
「
集
団
的
自
衛
権
」

を
認
め
る
憲
法
解
釈
の
変
更
に
進

む
の
で
は
な
く
、
憲
法
を
生
か
し
て

ア
ジ
ア
と
世
界
の
平
和
に
貢
献
す

る
道
を
進
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。 

2001年小泉首相(当時）

集団的自衛権については、
政府は従来から憲法上許さ

れないと考えている
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集団的自衛権を認める憲法解釈の変更に反対する意見書
(日本共産党提出）

○ ○ ● ● ● ● ● ● 議 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○

○
：
賛
成

●
：
反
対

議
：
議
長

日本
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きらり浦安 みらい 無会派公明党 復興浦安
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しんぶん赤旗日曜版には様々な方が登場しますが、5/18 付け

には自民党の加藤紘一元幹事長が一面に登場しました。 

 

加藤氏は「集団的自衛権の行使を容認すれば、米国の要請で

自衛隊が地球の裏側まで行くことは十分に想定される」と述

べ、自衛隊の海外派兵などを懸念しています。 

  

安倍晋三首相が目指す集団的自衛権の行使容認について「憲

法解釈変更などという軽い手法ではなく、正々堂々と改憲を国

民に提起すればいい」などと批判しています。 

 

タレントで元民主党参院議員の大橋巨泉さんも「憲法は権力

を縛るもの」立憲主義の立場から「閣議決定で(憲法)解釈を変

えてしまうのは根本が違っている」と厳しく批判しています。  

 

今、「しんぶん赤旗」が、平和と民主主義の幅広い共同の場、

立ち場を超えた共通の砦になっています。 

この機会に「しんぶん赤旗」をぜひご購読ください！ 

http://www.jcp-urayasu.com/
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